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3月定例会

　

3
月
定
例
市
議
会
が
、
3
月
3
日
か
ら
3
月
29
日
ま
で
の

27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
専
決
処
分
の
報
告
、

豊
岡
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
の

事
件
、
豊
岡
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
な
ど
の
条
例
改
正
・
制
定
案
、
各
会
計
予
算
案
、

人
事
案
件
な
ど
72
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
・
議
案
に
つ
い
て
は
総
務
、
文
教
民
生
、
建
設
経
済

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
お
よ
び
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
に
関
す
る
陳
情
書
」は
、

文
教
民
生
委
員
会
に
再
付
託
の
う
え
、
閉
会
中
の
継
続
審
査

に
、「
地
方
税
の
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書
に

共
通
番
号
を
記
載
し
な
い
事
の
陳
情
」
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

5
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
代
表
質
問
、
14
名
の
議
員
の
一

般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
6
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

29年度予算決まる「地方� 創生・未来への挑戦」

　

29
年
度
予
算
及
び
28
年
度

補
正
予
算
は
、総
務
委
員
会
・

文
教
民
生
委
員
会
・
建
設
経

済
委
員
会
の
3
委
員
会
に
分

割
し
て
付
託
し
、
慎
重
に
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、

各
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
29

年
度
予
算
に
対
し
、
各
委
員

会
が
審
査
意
見
を
付
し
ま
し

た
。

総
務
委
員
会
報
告（
要
旨
）

①
ふ
る
さ
と
納
税

　

前
年
度
よ
り
1
億
円
少
な

い
3
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
理
由
は
高
額
返
戻
品
に

よ
る
競
争
激
化
や
被
災
地
支

援
の
影
響
な
ど
寄
付
金
状
況

を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

重
要
な
財
源
で
あ
り
、
返
戻

品
の
創
意
工
夫
や
本
市
の
ア

ピ
ー
ル
に
取
組
み
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
保
守
点
検
委
託
料

　

前
年
と
同
じ
業
者
へ
の
業

務
委
託
事
例
が
あ
る
。
多
く

の
公
共
施
設
を
抱
え
、
維
持

管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

持
続
可
能
で
効
率
的
・
効
果

的
な
委
託
契
約
方
法
の
調

査
・
検
討
に
一
層
努
め
ら
れ

た
い
。

文
教
民
生
委
員
会
報
告（
要
旨
）

①
い
じ
め
対
策

　

学
校
園
、
地
域
、
家
庭
を

挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
い
、
い
じ
め
は
許
さ
な
い
、

子
ど
も
は
み
ん
な
で
守
る
こ

と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
い
じ

め
撲
滅
の
取
組
み
を
強
化
さ

れ
た
い
。

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
の
声
を
聞
く
。
市

と
し
て
調
整
等
に
お
い
て
地

域
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な

い
よ
う
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
敬
老
会
補
助
金
が

30
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
高
齢
者
が
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
事
業
で

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
上
か
ら
も
継
続
を
踏

ま
え
検
討
さ
れ
た
い
。

建
設
経
済
委
員
会
報
告（
要
旨
）

①
豪
雪
被
害

　

1
・
2
月
の
豪
雪
に
よ
る

被
害
は
農
林
業
を
は
じ
め
各

般
に
及
ん
で
い
る
。
農
業
へ

の
被
害
補
償
等
は
県
か
ら
の

市
随
伴
支
援
が
あ
る
が
、
観

光
産
業
へ
の
影
響
も
大
き
く

支
援
策
の
検
討
を
求
め
る
。

②
民
泊

　

民
泊
は
、
地
方
創
生
に
お

け
る
地
域
経
済
を
け
ん
引
す

る
基
盤
産
業
の
一
つ
で
あ
る

観
光
産
業
の
中
で
、
家
主
不

在
型
民
泊
の
無
秩
序
推
進
が

ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
の
宿
泊

業
の
み
な
ら
ず
、
関
連
産
業

に
ま
で
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
。

　

一
方
で
、
民
泊
は
農
家
体

験
等
の
地
域
資
源
と
上
手
く

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
地
域
活

性
化
が
期
待
で
き
る
。
民
泊

法
案
は
審
議
中
だ
が
、
市
と

し
て
早
急
に
規
制
・
活
用
に

つ
い
て
を
検
討
し
、
地
域
実

情
に
応
じ
た
運
用
が
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
を
求
め
る
。

予
算
に
対
す
る
委
員
会
意
見

歳入歳出（目的別）

地方交付税
35.6%

民生費
25.5%

公債費
17.9%

総務費
12.6%

土木費
12.5%

教育費
11.2%

衛生費
9.4%

農林水産業費
3.7%

消防費 3.5%
商工費 2.6%

その他 1.1%

市税
20.9%

国庫支出金
9.5%

市債
8.9%

繰入金
6.7%

県支出金
6.1%

諸収入
4.2%

地方消費税交付金
3.0%

使用料及び手数料 1.7%
分担金及び負担金 1.0% その他 2.4%

地方譲与税 0.8%、寄附金 0.6%、財産収入 0.3%
自動車取得税交付金 0.3%、株式等譲渡所得割交付金 0.2%
配当割交付金 0.1%、地方特例交付金 0.1%
ゴルフ場利用税交付金 0.0%
交通安全対策特別交付金 0.0%
利子割交付金 0.0%、繰越金 0.0%

議会費 0.6%、諸支出金 0.3%
労働費 0.2%、予備費 0.0%

29
年
度
一
般
会
計

市HP予算の概要
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29年度予算決まる「地方� 創生・未来への挑戦」
29年度豊岡市予算（予算規模と対前年度伸び率）

○一般会計　477億1,000万円　  （△11億8,611万7千円、△2.4％）
○特別会計　214億6,682万2千円（△ 1億5,502万3千円、△0.7％）
○企業会計　154億8,216万1千円（＋ 4億9,416万6千円、＋3.3％）
◎総　　額　846億5,898万3千円（△ 8億4,697万4千円、△1.0％）

地方創生以外の主な事業

図書館未来プランの
推進（継続、拡大）
� 1億5,376万9千円

　平成29年2月策定の
「豊岡市図書館未来プ
ラン」に基づき、図
書館の機能強化、長
寿命化及び事業推進
体制の見直しを行い、
利用者と豊岡の暮ら
しを楽しむ人の増加
を目指す。

円山川運動公園の整備
（25年度～30年度）

事業総額（見込）
14億7,147万6千円

　円山川水系河川整備
計画の推進に伴い、現
公園を圡渕から下鶴井
へ移転し、30年度の完
成を目指す。多目的グ
ラウンド少年野球等4
面、駐車場（162台）、
管理棟等

新しい地域コミュニティ組織の
支援・管理費及び施設修繕

2億4,359万2千円

　全29地区の組織が住民自治活
動、地域づくり活動を継続的に
行えるように支援する。

地方創生事業 （全68事業：7億4,601万4千円）
市政最大の課題を地方創生と位置づけ、「豊岡で暮らすことの価値」の創造を目指します。

①豊岡の暮らしの「豊かさ」が内外に知られている
（11事業　　　6,210万7千円）

・Ｕターン就職情報発信
・25歳同窓会　　など

②人々が豊岡の「豊かな暮らし」を楽しんでいる
（27事業　３億5,078万8千円）

・図書館機能拡充事業
・永楽館歌舞伎　　など

③豊岡で人々が世界と出会っている
（10事業　１億9,304万２千円）

・外国人観光客プロモーション
・コウノトリ育むお米海外販路推進　　など

④子どもたちのふるさとへの愛着が育まれている
（11事業　　　8,549万５千円）

・ふるさと教育推進
・子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭開催　　など

⑤若い夫婦の数が増えている
（５事業　　　1,432万５千円）

・出会い機会創出・結婚相談所機能拡充
・ボランティア仲人養成　　など

⑥夫婦一組あたりの子どもの数が増えている
（４事業　　　4,025万７千円）

・ファミリーサポートセンター
・子育て広場整備　　など

コウノトリ豊岡寄付金の推進
1億1,198万7千円

　ふるさと納税の推進により、自主
財源の確保を図る。目標額3億円
寄付金実績
　27年度　342,122千円
　28年度　220,271千円

中学校への空調設備
整備
（28年度～30年度）
事業総額3億7,082万円

　29年度203,400千円
（豊岡南、日高東、日
高西、出石）
　30年度157,700千円
（豊岡北、港、城崎、
竹野）
30年の夏からの一斉稼
働


